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公立八女総合病院では、受診時に患者さんから取得された試料と診療情報等を使用して下

記の研究を行っています。本研究で使用される試料・診療情報等は他機関への提供は行いま

せん。 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
なお、下記研究は公立八女総合病院の倫理委員会にて「社会的に重要性が高い研究」等の特段の理由が認められ、研究機関長の承認を

得て実施しています。当該試料・診療情報等の使用については、研究計画書に従って匿名化処理が行われており、研究対象者の氏名や住

所等が特定できないよう安全管理措置を講じた取り扱いを厳守しています。本研究に関する詳しい情報をご希望でしたら問い合わせ担当

者まで直接ご連絡下さい。また、本研究の成果は学会や論文等で公表される可能性がありますが、個人が特定される情報は一切公開しま

せん。本研究の研究対象者に該当すると思われる方又はその代理人の方の中で試料・診療情報等が使用されることについてご了承頂けな

い場合は担当者にご連絡ください。なお、その申出は研究成果の公表前までの受付となりますのでご了承願います。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【研究課題名】Drug-coated balloon施行後の治療間隔の変化と関連因子の探索的検討 

【試料・診療情報の対象者（研究対象者）】 

１）受診期間：令和６年 10月から令和７年１２月の間に受診 

２）受診科：腎臓内科 

３）対象疾患名：内シャント狭窄と診断された方 

【試料・診療情報等の項目】 

試料：血管造影画像、血液 

診療情報等：病歴、原疾患名、年齢、性別、心血管疾患の既往歴、血管造影画像、血圧、血液検査デー

タ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【研究目的】 

上記の試料・診療情報を使用し、Drug-coated balloon施行後の治療間隔の変化と関連因子についての

解明を目的とした共同研究実施のため。 

【研究（利用）期間】公立八女総合病院倫理委員会承認後から令和８年６月まで 

【利益相反に関する事項】 

 本研究は特定企業からの資金援助はないため利益相反は発生しません 

【問い合わせ先】 

研究責任者（使用する試料・情報の管理責任者）：公立八女総合病院腎臓内科 安徳 真利子 

問い合わせ担当者：公立八女総合病院腎臓内科 安徳 真利子 

電話: 0943-23-4131  

E-mail: yame-general@yamehp.jp 


